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オンライン児童集会で、声色や間合いを

上手に使い分け、「⿁の足かた」のパネルシ
アターを見事に演じ切った図書委員会の子
どもたち。練習の成果が十分に現れていて
聞き入りました。視聴後の感想交流コー
ナーでは、その熱演ぶりに、話に引き込ま
れたと言う声が多く寄せられました。 

強く正しく明るく 

 

 
11 月 26 日に水俣病資料館と水俣病情報セン

ター、熊本県環境センターを訪問し、現地学
習を深めた 5 年生。バス降車場所で出迎えた
とき、古川げんのすけさんが「今までで一番
真剣に勉強しました。とても集中したので疲
れました。」と話してくれました。表情と言葉
から一生懸命に学んだことがよく伝わり本当
に嬉しく思いました。 

5 年部の先生方と１ヶ月以上前から学習に取り組んできた
子どもたち。話を聞いたり熱心に調べたりする中で、環境問
題と人権問題が密接に関わっていることにも気づきました。   

見学前日の帰りの会で、熊本県に住む私たちは、「水俣病
をめぐる人権」と「ハンセン病回復者とその家族の方々の人
権」について、正しく知り、我が身に引き寄せてしっかり考
えなければならない課題の一つであることを伝えました。 

現地で、水俣病資料館語り部の吉永理巳子さんから、水俣 
病患者家族としての体験や思いを伺い、しっかり受け止めて帰校した 5 年生。学んだことを自分なりに整理
し、友達と考えを交流し正しいことや自分の考えを自分の言葉で伝えられる人になってほしいと思います。 

学びの姿が光る 5 年生！～水俣に学ぶ肥後っ子教室を通して環境・人権について考える～ 

 

 

11 月 7 日に、林業普及
指導員の方々や、八幡校
区の区⾧さんをはじめと
する地域の方々にお手伝
いいただき、地元のあや
杉を使った本立てを作り
ました。木の香りや手触
りに癒されながら、作品
を仕上げ大喜びでした。 

我が国の森林面積は、国土面積の 67％（約 2,502 万ヘクタ 
ール）を占めており、その約 4 割は人が植林した「人工林」
です。調べたところ、天然林は 1990 年以降減少しているよ
うです。森林は資源としてばかりでなく、土砂崩れなどの災
害防止や、渇水・洪水緩和の水源かんよう機能、自然教育環
境や癒やしの場としての働きなどがあり、森林保全に対する
理解と維持活動は欠かせません。これを機会に、身の回りの
環境にさらに興味や関心を持ってくれることを期待します。 

5 年生～木工教室を通して環境について考える 図書委員会プレゼンツ 

「パネルシアター」 

 

 長距離走で自分の心と体を鍛えています 

12 月 13 日の⾧距離走大会に向け、子どもたちは目標を立て
自己ベストを目指して取り組んでいます。今年は運動場も広
く使えるようになったので、距離を一昨年に戻して練習して
います。低学年は 1km、中学年は 1.8kｍ、高学年は 2.5 ㎞が
目安です。熱い応援をどうぞよろしくお願いします。 



 

 

水俣病資料館や水俣病情報センターを家族で訪れられませんか？水俣病発生の社会的背景、原因・原因
究明の過程、被害の実態、患者さんや患者家族の方々に対する苛烈な予断や偏見・差別、誤った情報の流
布で人がどれほど傷つけられてきたか、闘いの歴史、その後の人を繋ぐ取組や環境再生の取組（現在の水
俣市は環境モデル都市となっています）等、学ぶことは数多くあります。同様のことが二度と繰り返され
ないよう、私たちは、大人も子どもも学び続けなければならないと思います。 

 
【水俣病資料館ホームページより抜粋】 

語り部制度は、1994 年（平成 6）10 月から水俣病資料館で始まりました。水俣病資料館では、悲惨な
公害を二度と起こしてほしくないという思いから、1993 年（平成 5）1 月に、被害のひどさを、水俣病
の患者さんから生の声で伝えていただこうと、語り部制度を始めることになりました。 

語り部さんは、水俣病についてご自身が体験されたことについて、水俣病資料館を来館された方々にお
話をされています。語り部さんのお話はビデオ化して貸し出し、水俣に来られない方々のために役立てら
れてもいます。語り部さんのお話は、水俣病で受けた苦しみや痛みを語りつぐだけでなく、患者さんがい
じめ〔偏見〕や差別を受けてきた歴史があることから、今では人権の学習でも活用されています。 

 


